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例 言

ー 本書は、石川県松任市中相川に所在する中相川遺跡の発掘調査報告である。

2
 
本調査は、県営圃場整備事業御手洗・出城地区の実施に係る緊急調査である。

3
 
調査は昭和62年7月28日～10月29日かけて実施した。担当者は第一次調査が小嶋芳孝、第二

次調査は担当者は藤田邦雄である。

4
 
第一次調査の報告は小嶋が、第二次調査の報告は藤田がそれぞれ担当した。

第1図 松任市の位置
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●1は第1次調査区 ●2は第2次調査区

第2図 中相川遺跡の位置
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中相川遺跡1987年度第一次調査区の概要

この年度の第一次調査は、松任市立北陽中学校の北側圃場で実施した。 7月23日に現地で松任

土地改良事務所と打ち合せを行い、 7月27日（火曜日） ～29日（木曜日）の三日問にわたって調

査を実施した。

調査区は松任市立北陽中学校の北側の圃場で、標高約8.6mの手取扇状地先端部に位置してい

る。調査は排水路に限定して実施し、幅2m・ 延長約80mの約160面について行った。遺構は溝

状遺構と小穴を検出し、時期不詳の土器片が少量出土している。

SDOl 幅120cm・深さ約15cmの東西方向に走る溝状遺構。覆土は黒灰褐色粘質土で、時期不詳の

赤色土器片が少量出士している。

SD02 幅約8m・ 最深部が約90cmの、東西方向に走る溝状遺構。自然の鞍部の可能性もある。

覆土は黒灰褐色粘質土で、時期不詳の赤色土器片が少量出士している。溝の北側落込み

覆士上面から時期不詳の赤色士器片が少旦出士している。

SD03 幅約2m・ 深さ60cm以上の、東西方向に走る溝。黒灰色土を覆土に持った溝状遺構に、

礫を大量に含んだ灰色土を覆土とする溝が重複している。黒灰色土の溝から、時期不詳

の赤色土器片が少量出士している。

SD04 幅約120cm• 深さ約15cmの、南東から北西に走る溝状遺構。覆土は、暗茶褐色粘質土である。

この調査区の東側では弥生後期の遺跡が検出されており、今回の調査区はその西側の緑辺部に

当たるものと思われる。
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一4 
l 耕作t
2 黒褐色粘質t層

3 黒灰褐色粘質土層（土器片少量含む）
4 茶灰色粘質t層

SDOl J層実測図
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l 耕作t
2 黒褐色粘質t層
3 茶灰褐色粘質土層
4 茶灰色粘質土層
5 黒灰色粘質土層

SD02七層宴測図
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S003 
SD04 

10cm 

］ 耕作上
2 灰褐色土層
3 黄1火褐色粘質 I：層
4 黒灰色土層（土器片含む）
5 暗茶褐色粘質土層
6 黄褐色粘質上層（礫混人）

SD03 • 04土層実測図

第 3図 1987年度第 1次調査区土層実測図
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第4図 1987年第1次調査区実測図
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A区

調査区幅は約2mで、南側からー地区10m単位で6区までを設定した（第6図）。調査面積は

約120面である。遺構検出面は現地表から約80cm~120cmで、北側ほど深くなる。包含層状の堆積

層は調査区全域を通して認められるが (7層・黒褐色粘質砂層）、遺物量は極めて少なく、器表

面が磨耗した土師器片が数点みられただけである。また遺構は、溝状遺構・土坑・ピットが検出

されたが、時期は不明である。 5区以降の地山面は礫層になる。

B区

調査区は北星中学校の東側に隣接する。調査区幅は約3mで、南側からー地区10m単位で18

区までを設定した（第7~11図）。調査面積は約520面である。 A区と同様包含層状の堆積層は

確認できるが (6層・黒褐色粘質土層）、遺物は 1~2区にのみ集中する（第10図）。また遺構は

16~18区で溝状遺構・ピットがわずかにみられる程度である（第11図）。遺物が集中するのは 1

~2区6層下の18層・明黄白色粘土層で、その多くが完形に復元される良好な資料である。ここ

では18層を中心とする遺物群を上層とし、 18層下の19~21層出土資料を下層として区別したが、

両者ともに浅い落ち込み内に廃棄されたと推測される一括性の高い士器群である。時期的には弥

生時代後期後半の標識資料として知られる、松任市法仏遺跡出土資料に併行するものと思われる。
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＼．＿二三二一---」I← 
第5図 中相川遺跡調査位置図
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中相Jll87遺物観察表

図版 出土
器種

ロ径 底径 器高
調整（外面） 調整（内面） 色調 備考

番号 地点 (cm) (cm) (cm) 

1-1 P-28 甕 18.0 
ョコナデ、磨 ョコナデ、ケ

にぶい橙色
ロ縁部外面に

耗不明 ズリ 煤付着

1-2 P-3 甕 18.8 
ョコナデ、ハ ミガキ、ケズ

灰黄色
ケのちミガキ リ

ヨコナデ、ナ
1-3 P-16 甕 17.8 ヨコナデ デ、ハケのち にぶい橙色

ケズリ

ヨコナデ、ハ
ョコナデ、ハ 肩部を除いて

1-4 P-14 甕 14.5 3.0 18.7 ケ、ケズリの にぶい黄橙色 ロ縁端部まで
ケ

ちナデ 煤付着

1-5 P-30 甕 16.2 ョコナデ
ョコナデ、磨

浅黄橙色
ロ縁部外面に

耗により不明 煤付着

1-6 P-27 甕 14.8 3.0 15.9 
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ

にぶい黄橙色
ケのちナデ ズリのちナデ

ハケ、ミガ
ケズリのち上 外はにぶい褐

外面全面に煤
1-7 P-21 甕 15.5 3.0 14.9 半ヨコミガ 色、内はにぶ

キ？
キ？ い黄橙色

付着

体部上半部か

1-8 P-12 甕 16.3 4.2 23.0 
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ

にぶい黄橙色
ら口縁端部ま

ケ ズリ で煤付着、肩
部に黒斑

ョコナデ、ハ
底部付近を除

2-9 P-26 甕 18.0 4.1 25.2 ケズリ にぶい黄橙色 き口縁端部ま
ケ

で煤付着

底部と肩部付

2-10 P-28 甕 17.0 2.7 23.9 
ョコナデ、ハ ケズリ、磨耗 外は灰黄色、 近を除き口縁

ケのちナデ により不明 内は浅黄色 端部まで煤付
着

体部下半部を
外はにぶい黄 除いて口縁端

2-11 P-33 甕 17.6 4.6 29.9 ハケ ケズリ 橙色、内は浅 部まで煤付着、
黄色 肩部の刻みは

廉状文風

2-12 P-19 甕 21. 0 
ヨコナデ、ハ ョコナデ、ケ

淡黄色
体部中半に煤

ケのちナデ ズリのちナデ 付着・黒斑

ハケ、ヨコナ
ョコハケ、ロ

3 -13 P-7 究＋ 12.8 
デ

縁部ヨコミガ にぶい黄橙色

キ

3-14 P-20 宰＋ 13.4 
ョコナデ、ハ 磨耗により不

淡黄色 頸部に煤付着
ケ 明

3-15 P-13 g 一 13.9 3.2 26.5 
ョコナデのち ョコナデ、ケ 外は淡黄色、 体部下半に黒
ハケ、ハケ ズリ 内は浅黄色 斑

3-16 P-30 
宰一 13.2 タテハケ ョコケズリ 灰白色

ヨコナデ、ハ
体部中半に帯

3 -17 P-29 宰ギ 10.4 3.4 21. 9 ケのち一部ナ ハケ、ケズリ にぶい黄橙色
デ

状に煤付着

磨耗により不
肩部にポタン

3 -18 P-15 g 一 13.9 4.1 28.9 
ハケのちヨコ

明、ケズリの にぶい黄橙色
状の貼付文2

ナデ、ハケ 個、体部下半
ちナデ

に黒斑
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中相川87遺物観察表

図版 出土
器種

ロ径 底径 器高
調整（外面） 調整（内面） 色調 備考

番号 地点 (cm) (cm) (cm) 

タテハケ、ヨ
外はにぶい橙

4-19 P-24 壺 16.8 ョコナデ 色、内はにぶ
コナデ

い黄橙色

4-20 P-31 g 一 19.0 5.0 33.2 ハケのちヨコ ョコナデ、指 にぶい黄橙色 ロ縁部に貼付ナデ、ハケ 押え、ケズリ 文6ヵ所

ヨコナデのち
頸部に2個一

4-21 P-22 空＋ 17.3 ョコナデ
雑なミガキ

にぶい黄橙色 組の紐通し
穴？ 1対

頸部に2個一

ミガキ、ヨコ ミガキ、ケズ
組の紐通し穴

4-22 P-11 台付壺 11.6 6.6 14.2 
ナデ リのちナデ

にぶい黄橙色 1対、脚部内
外面に煤状の
もの付着

ョコナデ、ハ
磨耗により不

4-23 P-21 台付壺 12.0 明、ケズリの にぶい黄橙色
ケのちミガキ

ちナデ

ョコナデ、ハ
ョコナデ、ハ

外はにぶい橙
4-24 P-17 台付壺 20.6 10.9 22.5 ケのちミガ

ケのちナデ、
色、内は灰黄 肩部に黒斑

ケズリのちナ
キ・ナデ

フ一― 
色

タテに磨いた
5-25 P-5 高杯 22.0 ヘラミガキ ヘラミガキ 灰白色 のちヨコに磨

き

杯部ミガキ、
脚裾部外面に5-26 P-18 高杯 22.0 14.8 17.4 ヘラミガキ 脚部ナデ・ミ にぶい黄橙色
赤彩残る

ガキ

5-27 P-24 器台 18.2 11.1 
磨耗により不 ケズリ、磨耗

浅黄橙色
しぽり目見え

明 により不明 る

5-28 P-6 高杯 ヘラミガキ ヘラミガキ 灰白色

5-29 P-10 器台？ ミガキ
ョコハケ後ヨ

灰白色
透し（形、個

コナデ、ケズリ 数不明）

5-30 P-7 鉢 14.6 3.1 6.3 ョコナデ、ミ ケズリのちミ にぶい黄橙色
ガキ ガキ、ミガキ

5-31 P-32 鉢 13.5 3.1 9.3 
ミガキ、ケズ

ミガキ にぶい黄橙色
把手が一つ付

リ ＜ 

ケズリ、ケズ 外は黒褐色、
煤付着、 1-

5-32 P-28 甕 4.6 ハケのちナデ
リのちナデ 内は褐灰色

1と同一個体
か

底部外面にヘ

5-33 P-20 g ＋ 5.7 ハケ
磨耗により不

淡黄色
ラ記号「 X」、

明 3-14と同一
個体か

5-34 P-3 甕（壺？） 5.8 
ハケのちミガ ケズリのちナ

灰黄色
キ フ→一―→ 

ハケのちミガ ケズリのちナ
底部付近に黒

5-35 P-22 国＋ 8.0 にぶい黄橙色 斑、 4-21と
キ フ一― 

同一個体か

6-1 
1区 P-

甕 17.2 
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ

にぶい黄橙色
肩部を除き煤

50 • 54 ケ ズリのちナデ 付着
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中相川87遺物観察表

図版 出土
器種

ロ径 底径 器高
調整（外面） 調整（内面） 色調 備考

番号 地点 (cm) (cm) (cm) 

体部下半に煤
1区 P-

ョコナデ、ハ
ョコハケ後ヨ 付着、体部中

6-2 48~51、 甕 15.0 4. 7 25.2 コナデ、ケズ にぶい黄橙色 半黒斑、内面
白粘土

ケ
リ 下半に炭化物

付着

6-3 
1区 P-

甕 17.2 4.0 25.2 
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ 外は暗褐色、 ロ緑端部まで

58 ケ ズリ 内は灰黄褐色 厚く煤が付着

1区 P- ョコナデ、磨
磨耗により不

6-4 甕 15.0 明、ケズリの 浅黄橙色
48 耗により不明

ちナデ

肩部を除きロ

6-5 
1区 P-

甕 15.8 3.8 16。〇
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ

にぶい黄橙色
縁端部まで煤

44 • 45 ケのちミガキ ズリ 付着、内面体
部下半に黒斑

1区 P-

6-6 
54、P-

甕 17.6 
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ

にぷい橙色
36、1・2 ケ ズリのちナデ
区白粘土

1区 P- ョコナデ、ハ
ョコナデ、ケ

ロ縁部に煤付6-7 
50 

甕 16.5 
ケのちナデ

ズリ、ケズリ にぷい橙色
着

のちナデ

ロ縁端部まで

7-8 
1区 P-

甕 16.2 
ヨコナデ、ハ ョコナデ、ケ

にぷい黄橙色
煤付着、刻み

51 ケ ズリ と擬凹線は同
ーエ具か

1区 P-
ョコナデ、ハ ョコナデ、ナ ロ縁端部まで7-9 58、白粘 甕 18.0 にぶい黄橙色

土
ケ デ、ケズリ 煤付着

1区 P- ョコナデ、ハ
ョコナデ、ケ

ロ縁端部まで7-10 
43 

甕 15.8 4.2 24.5 
ケのちナデ

ズリ、ケズリ にぶい黄橙色
煤付着

のちナデ

ハケのちヨコ
体部下半に煤

7-11 P-35・36 甕 17.6 5.5 30.0 ナデ、タテハ
ョコナデ、ケ

灰黄色
付着、内面下

ケ
ズリ 半に炭化物付

着

1区 P- 外はにぶい褐 煤付着、内面
7-12 
42 

甕 5.1 タテハケ ケズリ 色、内はにぷ 下半に炭化物
い橙色 付着

1区 P-
ヨコナデ、ミ

ミガキ、ナデ、
体部下半に煤8 -13 52 1 • 2 宰＋ 15.8 ケズリのちナ にぶい黄橙色

区白粘土
ガキ

フ一—· 
付着

8-14 
1区 p 

甕 17.0 4.0 23.7 
ョコナデ、ハ ョコナデ、ケ

浅黄橙色
体部中半から

-44 ヶ ズリ 下半に煤付着

外はにぷい黄
体部付近を除

1区 P-
ヨコナデ、ハ ミガキ、ケズ 橙色・灰白色

いて口縁端部
8 -15 36、1・2 甕 17.1 4.2 20.1 

ケ リ 内はにぶい黄
まで煤付着、

区 内面下半に炭
橙色

化物付着

8-16 
1区 P-

壺？ 17.0 
ョコナデ、タ ョコナデ、ケ

灰白色
39 テハケ ズリ

1区 P-
ミガキ、ケズ

ロ縁部から体
8 -17 56、3区6台付壺 9.0 ミガキ 淡黄色 部中央にかけ
層の下段

リ
て黒斑

8-18 P-46 甕 4.6 ハケ、ナデ
ケズリのちナ

灰黄色フ→ー.、
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中相川87遺物観察表

図版 出土
器種

ロ径 底径 器高
調整（外面） 調整（内面） 色調 備考

番号 地点 (cm) (cm) (cm) 

1区 P-
内面にヨゴレ

8-19 
54、P-36

甕 4.0 ハケのちナデ ケズリ、ナデ にぶい橙色 6-6と同一1 • 2区
個体か

白粘土層

14区南側
外は褐灰色、

トレンチ
9-1 （一見地 甕 13.9 ョコナデ

ョコナデ、ケ にぷい褐色、

山土下の
ズリ 内は褐灰色、

暗褐色）
にぶい黄橙色

9-2 2区 D 甕 14.5 ョコナデ
ョコナデ、ケ

灰白色 ロ縁部煤付着
ズリ

ョコナデ、み
ョコナデ後粗 ョコナデ後粗

9-3 表採 甕 17.0 いミガキ、ヨ ミガキ、ケズ
がき

コナデ リ

ョコナデ、ハ
ョコハケ後ヨ

9-4 2区 E 甕 17.6 コナデ、ケズ 灰白色
ケ

リ

1 • 2区 ョコナデ、ヨ ョコハケ後ヨ
ロ縁端部まで9-5 

包含層
甕 18.8 コハケ後タテ コナデ、ケズ 灰白色

煤付着
ハケ リ

9-6 
1区

鉢 19.2 ミガキ？ ヘラミガキ 灰白色 黒斑白粘土

9-7 2区 F
宰一

ヘラミガキ、 ヘラケズリ後
灰白色

円形スタンプ
ョコナデ ナデ？ 文

9-8 2区 D g -』 14.0 タテミガキ
ョコハケ後ヨ

灰白色
コナデ

9-9 1区 一宰 16.0 磨耗により不
ョコナデ にぶい黄橙色 外面赤彩

明（ミガキ？）

, _10 3区 6層 宰＋ 22.3 ョコナデ ョコナデ 灰白色 貼付個数不明
の下の層

9-11 1 • 2区 高杯 ミガキ ヘラケズリ 浅黄橙色
包含層

9 -12 表採 高杯 10. 7 ヘラミガキ ナデ、ハケ 灰白色

9 -13 表採 台付鉢？ ミガキ ナデ 灰白色

9-14 2区 E 甕 3.8 磨耗により不
ケズリ 灰白色

9-4と同一
明 個体か

天王山式、 9

9 -15 2区 D 甕 ナデ 黒褐色
-17と同一個
体か、内面煤
付着

9-16 2区 D 甕 ナデ ナデ 灰黄褐色
ロ縁端部まで
煤付着

天王山式、 9-

9-17 2区 F 甕 沈線文 ナデ
外は灰褐色、 15と同一個体
内は黒褐色 か、内面に煤

付着

軽石、
最大長4.90、

9-18 1 • 2区 石 最大幅4.30、
最大厚1.76、
重量12.8

—, _ 
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図版





1950年代の中相川周辺航空写真
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2区（上層）遺物検出作業 (B区）



，
 

・‘
4
 

ー
・

. l
•一

・

｛
 

4

.

、.

i

、

.

i
心
、
見
9
9
,
.. 

、’
`

ヽ
｀

ヽ

、・
1
,
.

▼

~
:
`

`
9
,
1で．

.

J

、
9
-
.

t
.

，
 

i
.

‘

9

‘

 

A
r
 

＂＂ 
）

給

｝

い

マ

，

＇

身

へ
迅
ぼ
、

J‘,.

ヽゞ

.
4
 

、
`

t

、＊．

灯

．

f
`
、
`
み

1

.
,
A
9
.

9

 

11

ふ
い
‘
'
克
、

.‘̀ 
`

‘¥、

ぺrr
.
r

r

,
9
 
，．、，ヽ
ぐ
ぃ
．

('
I
r
 

、

月冷'・

漏
ぅ
｀

9
,‘

l
.
9
'
,
‘ •

J

曹

ぃ
じ
イ
エ
r• で
｀
マ
．

I

f/3‘ 
'
,. 

‘

≫

、

『

'‘
 

（

＇

 

‘
 

卜

．，``

ゞ

9
i
 

¢
 

ー

で

々

‘ヽ

(
c

‘

 

,

9
FJ
 

p
ヽ

’

’

9
,. ー

1区（上層）遺物検出作業 (B区）

1 • 2区（上層）遺物出土状況 (B区）



1区（上層）遺物出土状況 (B区）

‘̀ 

》
贔9

ヽ
、し

1区（上層）遺物取り上げ作業 (B区）



1区（下層）遺物出土状況 (B区）

1区（下層）遺物出土状況 (B区）



報告書抄録

ふりがな いしかわけん まっとうし なかそうご いせき

書 名 石川県松任市中相川遺跡

編著者名 小嶋芳孝藤田邦雄

編集機関 石川県立埋蔵文化財センター

所 在 地 〒921 石川県金沢市米泉4丁目133番地 TEL076-243-7692 

発行年月日 1998年1月30日

ふりがな ふ 9) が な コ ド 調査面積
所収遺跡名 所 在 地 北緯 東経 調査期問 調査原因

市町村 遺跡 rr/ 

い石しか川わけ県ん松まっ任とう市し 36° 136° 19870728 
県営ほ場な中か相そう川ご遺い跡せき

なかそうご 17028 35' 50' I 800 
中相川

40" 19871029 
整備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中相川遺跡 集落 弥生時代 溝、小穴 土器片

石川県松任市中相川遺跡

1 9 9 8年1月30日

編集•発行 石川県立埋蔵文化財センター

〒921 金沢市米泉4丁目133番地

TEL (076) 243-7692 

印 刷能登印刷株式会社

〒920 金沢市武蔵町7番10号

TEL (076) 233-2550 


	例言
	中相川遺跡1987年度第一次調査区の概要
	図版
	報告書抄録



